








伊藤 渉 1)、江玉 睦明 1)、柵木 聖也 1)、熊崎 昌 1)、 
菊元 孝則 1)、中村 雅俊 1)、中村 絵美 1)、大野 健太 2)、
竹田 典広 2)、田中康雄 2)、西沢 岳之 2)、古川 勝弥 2)、 















月～2017 年 3 月)のクラブ活動中の傷害調査を実施した。
傷害調査は IOC が用いる傷害・疾病の調査項目を参考に
受傷部位、傷害の種類、発生要因を分類し、記録用紙を作
成した(図 1)。受傷後 24 時間以上練習および試合に参加
することのできなかった傷害を記録した。 
 
【結果】発生した傷害は 128 件で、練習では 106 件、試
合では 22 件であった。 
受傷部位は下肢 99 件(足部・足関節 37 件、大腿部 30
件、膝関節 22 件、股関節 5 件、下腿 5 件)、上肢 13 件(肩
関節 5 件、肘関節 4 件、手関節・手指 4 件)、体幹 11 件、
頭頚部 5 件であった。 
傷害の種類は肉離れ・筋腱障害 59 件、捻挫・靭帯損傷
34 件、打撲 10 件、骨折・骨傷 7 件、半月板・軟骨損傷 3
件、神経障害 2 件であった。発生要因は外傷が 74 件、オ
ーバーユースが 52 件であった。 
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